T AT E R 53-8(2011)

(88

HTKPEBRTOR—Y o Jlg T.EREICEIT A
7o — A (FO1 i L)
R N e e SR LTI = R 30 Pl R

1. [IC®IZ

HF R RICBWTIALS VDB HRER— Y
VIREKRFTOHEKARR—Y 7 (LLF, HIFK
BEBRAR— VU v 7 EF9) Toflih v Llwk D ERE
EROMNCTAHILEEHME LT, AT
TR F—HERM8E ((BK) 72773 br—
N, (BR) BEECAT v () FEEH = oW
VB HRFTE (K, (k) = XA —, AR
FERER (KR . R (BR). 7 U — 1% ()
\ZC THg =Y Hic B 1T 2 FAREERA—V 7
ToOHEKRMERMRA] (BT 2 LFEMFZEL FEH L T
W2,

AW TIE, i TRPERA—Y > 7 Lo Tk
B b 2 BGENE 2 x5, T, fLiiv B X
CRALEOFERRFHEZ B & L TFER21410AH
WEM LT 77— MW T T L O v
DRERHREZRET D,

2. FUr—LrOXER

TU—hORRIL, TR HIZBIT AT
KRR — U > 7 O THEA DRI HIET D
DI ZNb O LIZEFINTRBRE, WbW
LZELRBABLIOIR -V I~ (UUF, <
VUERT) oFXL—4—4L LT, 77— F
ZHAN L 72,

SIRIBREA
"R
BT

= Z Dt

X-1 EZEHEOME (EEEER1T6A)
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	地すべり対策において広く用いられる横ボーリングや集水井での集水ボーリング（以下、地下水排除ボーリングと称す）工の孔曲りや漏水の実態を明らかにすることを目的として、土木研究所地すべりチームと民間8社（（株）アクアコントロール、（株）東建ジオテック、（株）宇部建設コンサルタント、鉱研工業（株）、（株）エスイー、日本基礎技術（株）、鹿島建設（株）、フリー工業（株））にて「地すべり地における地下水排除ボーリング工の排水性能調査」に関する共同研究を実施している。
	本報告では、地下水排除ボーリング工の施工経験のある現場技術者を対象に、施工、孔曲りおよび保孔管の実態調査を目的として平成21年10月に実施したアンケートにおいて施工および孔曲りの調査結果を報告する。
	アンケートの対象は、地すべり地における地下水排除ボーリングの施工実態を効率的に把握するためにこれらの施工に従事された経験者、いわゆる現場代理人およびボーリングマシン（以下、マシンと称す）のオペレーターとして、アンケートを配布した。
	図-1はアンケート回答者（以下、回答者と称す）の職種である。なお、アンケートの配布は、社団法人斜面防災対策技術協会および社団法人全国地質調査業協会連合会を通じて行った。その結果、土木研究所に寄せられたアンケート回答は176であった。
	回答者の現場経験年数の分布は図-2のとおりである。無回答を除いた回答者の現場経験の平均年数は、約20年であった。
	回答者が地下水排除ボーリングでよく使用するマシンおよび主要メーカーと機種を図-3に示す。
	回答者によって複数のマシンを使用することもあり回答数は回答者数よりも多い。メーカーごとに用いられているロータリー式、ロータリーパーカッションの機種の違いはあるが、無回答も含めた現場で使用しているマシンの割合は、ロータリー式に対してロータリーパーカッションは約2倍である。
	回答者の経験している地下水排除ボーリングについて、①地下水排除ボーリング一本あたりの長さ（以下、削孔延長と称す）、②削孔径、③削孔勾配、④削孔方向角および平面配置、⑤指針に対する現場の感覚についてアンケートした。
	（1）削孔延長
	地下水排除ボーリングの現場で頻度の多い削孔延長と最長の削孔延長について図-4および図-5に示した。
	頻度の多い削孔延長は50m程度であるが、最長の削孔延長の回答は100mを超えているものが見られた。これら延長が100mを超える回答については、回答者に直接聞き取りしたところ、急峻な地形の山間部で、離れた場所からのボーリングとなったことや各種処分場の敷地との位置関係、機械搬入が出来ない、搬入の仮設に費用が増す等、現場の土地条件によるものが多かった。このような特例を除けば、これらの削孔延長は50m程度であるが、現場では50m以上のものもあると考えられる。
	（2）削孔径
	図-6および図-7に施工頻度の高い削孔径とこれらを当初設計から変更する場合の理由を示した。
	図-6において回答者の約7割は、φ90mm程度の削孔径が多い。これらは、工事積算の標準削孔径に由来していると考えられる。ロータリーパーカッション式のマシンの削孔径はφ90mmが標準であり、一方、ロータリー式のマシンの削孔径はφ66mmである。使用しているマシンの回答に占める割合と類似した傾向を示していることがうかがえる。
	削孔径を当初設計から変更した理由は、玉石などの孔曲りしやすい地質が分布することや孔内事故防止や削孔延長が長いためであることが多い（図-7）。変更理由のその他の記事としては、①削孔時のスライムの排出を良くするため、②アンカーでの作業で使用する削孔径は比較的φ115mmが多く繁忙期などに錐具（ツールス）を交換する時間が無いため、③設計における保孔管の外径と削孔径（ケーシング内径）のクリアランスが少ないのでケーシング抜管時にパイプの共上がり※が懸念されたためという回答があった。1F
	表-1は変更した削孔径を示しているが、φ90mmからφ115mmへの変更が約半数を占めている。
	（3）削孔勾配
	施工頻度の高い削孔勾配は、図-8のとおり約9割近くが仰角5 と回答している。
	（4）削孔方向角および平面配置
	地下水排除ボーリングの方向角および平面配置の回答を図-9に示す。回答の約5割は「先端間隔5～10m」での施工であり、次に「扇型に5～10 程度の間隔」が3割程度である。
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